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部局名：グローバルコラボレーションセンター

コメント

【年度計画の達成状況】

平成22年度は、特筆すべき取り組みが行われており、計画は上回って達成
されていると判断できる。
【特記事項】
平成22年度は、海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）内に、海外体験型
学習に関する自主学習スペース（STUDIO）を設置する（項目５－１－１）
など積極的に取り組んでおり、また、新たに、「グローバル健康環境」、
「医療通訳」、「国連政策エキスパートの養成」の３つの高度副プログラ
ムを構築する（項目１－１－１）など特筆すべき取り組みを行い、大学の
実績として評価できる。
【留意事項】
特になし。

【年度計画の達成状況】
平成22年度は、積極的に取り組んでおり、計画は達成されていると判断で
きる。
【特記事項】
平成22年度は、GLOCOL共同研究（国際連携型）として、国際共同研究を２
件実施する（項目８－３－１）など積極的に取り組んでいる。

【留意事項】
特になし。

(1)社会連携、社会貢献 【年度計画の達成状況】
(2)国際交流 平成22年度は、積極的に取り組んでおり、計画は達成されていると判断で

きる。
【特記事項】
平成22年度は、大阪大学バンコク教育研究センターや他の海外の組織と連
携して、主催と共催を合わせて計７回のセミナーをバンコクで開催し、国
際的交流ネットワークを充実する（項目13－２－１）など積極的に取り組
んでいる。
【留意事項】
特になし。

(3)附属病院 該当なし。

【年度計画の達成状況】
平成22年度は、積極的に取り組んでおり、計画は達成されていると判断で
きる。
【特記事項】
平成22年度は、外部評価委員会により平成21年度に実施した外部評価の結
果を取りまとめて公開する（項目24－１－１）など積極的に取り組んでい
る。
【留意事項】
特になし。

【中期計画の達成状況】

中期計画の達成に向けて、年度計画は順調に遂行されていると判断でき
る。引き続き、現行の取組を維持するよう期待する。

【特記事項】

平成22年度は、既存の高度副プログラムに加え、新たに「現代中国研究」
を試行し、３つの高度副プログラムを新たに構築し、平成23年度から施行
することを決定するとともに、海外体験型オフィス（FIELDO）を設置し、
海外フィールドスタディ・プログラムを試行する（様式２）など特筆すべ
き取り組みを行い、大学の実績として評価できる。
【留意事項】
特になし。

４.業務運営
以降
（大学の年度計
画：17～29）

５.全体の項目に関する達成状況

項　目

２.研究
（大学の年度計
画：８～10）

１.教育
（大学の年度計
画：１～７）

教育に関する年度計画の
達成状況

研究に関する年度計画の
達成状況

業務運営全体に関する年
度計画の達成状況

３.その他
（大学の年度計
画：11～16）


